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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第63期

前第１四半期
連結累計(会計)期間

第64期
当第１四半期

連結累計(会計)期間
第63期

会計期間
自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日

自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日

自  平成21年４月１日
至  平成22年３月31日

売上高 (千円) 5,609,131 5,287,280 29,379,991

経常利益又は経常損失(△) (千円) △98,393 △355,850 590,118

四半期(当期）純損失(△) (千円) △74,264 △264,206 △528,713

純資産額 (千円) 29,159,891 27,982,726 28,633,385

総資産額 (千円) 44,659,918 38,246,502 40,272,759

１株当たり純資産額 (円) 1,360.90 1,306.26 1,336.57

１株当たり四半期(当期)
純損失金額(△)

(円) △3.47 △12.33 △24.68

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 65.3 73.2 71.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,104,684 690,359 1,956,014

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 226,863 △52,705 △494,304

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △217,428 △223,074 △156,559

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 13,140,236 13,697,235 13,330,329

従業員数 (人) 879 875 859

(注)１  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載し

ておりません。

    ２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

    ３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

EDINET提出書類

株式会社サンテック(E00173)

四半期報告書

 2/27



　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

  また、主要な関係会社の異動については、「３ 関係会社の状況」に記載しております。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間における、重要な関係会社の異動は以下のとおりです。

名称 住所
資本金又は
出資金

主要な事業
の内容

議決権の所有
(被所有)割合
(％)

関係内容

  (連結子会社） 

SANYO ENGINEERING &

CONSTRUCTION VIETNAM

CO.,LTD

ベトナム
ハノイ

300千US$設備工事業 100.0

当社グループのベトナ
ムにおける事業活動
役員の兼任なし
債務保証なし

(注)   当第１四半期連結会計期間より連結子会社になったものであります。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(人) 875

(注)   従業員数は就業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(人) 700

(注)   従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

第２  [事業の状況]における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しております。

　
１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自平成22年４月１日
    至平成22年６月30日）

(千円)

前年同四半期比(％)

日本 3,781,721 ―

東南アジア 2,297,620 ―

その他アジア 184,688 ―

合計 6,264,030 ―

　
(2) 売上実績

当第１四半期連結会計期間における売上実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自平成22年４月１日
    至平成22年６月30日）

(千円)

前年同四半期比(％)

日本 3,419,189 ―

東南アジア 1,427,248 ―

その他アジア 440,842 ―

合計 5,287,280 ―

(注) 当社では、生産実績を定義することが困難であるため「生産の状況」は記載しておりません。
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なお、参考のため提出会社個別の事業の状況は次のとおりです。

①受注工事高、完成工事高及び繰越工事高

期別 区分
期首繰越
工事高
(千円)

期中受注
工事高
(千円)

計
(千円)

期中完成
工事高
(千円)

期末繰越
工事高
(千円)

前第１四半期累計期間
(自平成21年４月１日
  至平成21年６月30日)

内線工事 18,626,4063,053,65721,680,0633,563,794
 (18,116,268)
18,230,040

電力工事 7,108,8681,681,7768,790,644976,8517,813,793

空調給排水
工事

215,550246,953462,503105,168 357,335

機器製作 69,272 208,887278,159143,450 134,708

計 26,020,0965,191,27431,211,3704,789,264
(26,422,105)
26,535,877

当第１四半期累計期間
(自平成22年４月１日
  至平成22年６月30日)

内線工事 13,909,1032,962,66816,871,7722,742,258
(14,129,513)
14,126,303

電力工事 5,831,4341,200,5817,032,016920,1786,111,837

空調給排水
工事

177,344445,127622,471211,647 410,823

機器製作 64,254 166,401230,656 98,772 131,884

計 19,982,1364,774,77924,756,9153,972,856
(20,784,059)
20,780,849

前事業年度
(自平成21年４月１日
  至平成22年３月31日)

内線工事 18,626,40613,893,59532,520,00118,713,482
(13,806,519)
13,909,103

電力工事 7,108,8684,641,85011,750,7195,919,2845,831,434

空調給排水
工事

215,550933,8751,149,425972,081 177,344

機器製作 69,272 571,225640,497576,243 64,254

計 26,020,09620,040,54646,060,64326,181,091
(19,879,551)
19,982,136

(注) １  前事業年度以前に受注した工事で、契約の変更により請負金額の増減がある場合、期中受注工事高にその増減

額を含んでおります。したがって、期中完成工事高にもかかる増減額が含まれております。

２  期末繰越工事高は、(期首繰越工事高＋期中受注工事高－期中完成工事高)であります。

３  外貨建契約による海外工事の受注高と完成工事高の為替換算差額については、当該期の次期繰越工事高を修

正しております。

期末繰越工事高欄の(    )内の金額は、為替換算差額修正前の金額であります。

　

②受注工事高

期別 区分
官公庁
(千円)

民間
(千円)

計
(千円)

前第１四半期会計期間
(自平成21年４月１日
  至平成21年６月30日)

内線工事 460,968 2,801,575 3,262,544

電力工事 ─ 1,681,776 1,681,776

空調給排水工事 1,418 245,535 246,953

計 462,386 4,728,887 5,191,274

当第１四半期会計期間
(自平成22年４月１日
  至平成22年６月30日)

内線工事 103,394 3,025,675 3,129,070

電力工事 ─ 1,200,581 1,200,581

空調給排水工事 17 445,110 445,127

計 103,411 4,671,367 4,774,779

(注)   機器製作は少額のため内線工事に含めております。
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③完成工事高

期別 区分

国内 海外
計
(B)
(千円)

官公庁
(千円)

民間
(千円)

(A)
(千円)

(A)/(B)
(％)

前第１四半期会計期間
(自平成21年４月１日
  至平成21年６月30日)

内線工事 6,0661,543,0432,014,68456.53,563,794

電力工事 ─ 972,313 4,537 0.5 976,851

空調給排水工事 1,418 103,750 ─ ─ 105,168

機器製作 ─ 143,450 ─ ─ 143,450

計 7,4842,762,5582,019,22242.24,789,264

当第１四半期会計期間
(自平成22年４月１日
  至平成22年６月30日)

内線工事 73,7942,044,762623,701 22.72,742,258

電力工事 ─ 920,178 ─ ─ 920,178

空調給排水工事 17 211,630 ─ ─ 211,647

機器製作 ─ 98,772 ─ ─ 98,772

計 73,8113,275,343623,701 15.73,972,856

(注) １  海外工事の地域割合は、次のとおりであります。

地域 前第１四半期会計期間(％) 当第１四半期会計期間(％)

東南アジア 55.3 74.6

その他アジア 44.7 25.4

計 100.0 100.0

２  完成工事高総額に対して割合が100分の10以上の相手先別の完成工事高及びその割合は、次のとおりでありま

す。

前第１四半期会計期間 東北電力株式会社 614,240千円12.8％

当第１四半期会計期間 株式会社竹中工務店 883,697千円22.2％

　

④繰越工事高(平成22年６月30日現在)

区分
官公庁
(千円)

民間
(千円)

計
(千円)

内線工事 3,333,146 10,793,15614,126,303

電力工事 ─ 6,111,837 6,111,837

空調給排水工事 ─ 410,823 410,823

機器製作 ─ 131,884 131,884

計 3,333,146 17,447,70220,780,849

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当社グループに関する財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析・検討内容は原則と

して四半期連結財務諸表に基づいて分析した内容であります。

  なお、文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子

会社)が判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国を中心とする海外経済の回復を背景として輸

出の増加や政府の経済対策の効果などにより、国内景気は持ち直しの兆しが見えはじめたものの、雇用や

所得環境は依然として低調であり、経済環境は厳しい状況のまま推移いたしました。 

  建設業界におきましては、民間設備投資は企業業績の改善に期待が持たれましたが投資抑制傾向のま

まであり、公共投資は予算の削減が続いており、当社グループを取り巻く経営環境は厳しい状況にありま

した。 

  このような環境下で、当社グループは営業力の強化を重点課題として、積極的な営業活動を展開してま

いりました。 

  このような結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、受注高62億64百万円、売上高52億87百万円とな

りました。収益面では工事採算等の低下により営業損失１億83百万円となり、為替差損の影響により経常

損失３億55百万円、当期純損失２億64百万円を計上する結果となりました。

　
報告セグメントの状況は、次のとおりであります。

（日本）

当第１四半期連結会計期間の売上高は34億19百万円となり、営業損失は18百万円となりました。

（東南アジア）

当第１四半期連結会計期間の売上高は14億27百万円となり、営業利益は10百万円となりました。

（その他アジア）

当第１四半期連結会計期間の売上高は４億40百万円となり、営業利益は18百万円となりました。

　
(2)  財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産合計は、前連結会計年度末に比べ20億26百万円減少し、382億46

百万円となりました。主な要因は、現金預金が３億66百万円増加し、受取手形・完成工事未収入金等が20

億48百万円減少したことなどによるものです。

  負債合計は、前連結会計年度末に比べ13億75百万円減少し、102億63百万円となりました。主な要因は、

支払手形・工事未払金等が13億81百万円減少し、未成工事受入金が１億90百万円増加したことなどによ

るものです。

  純資産合計は、前連結会計年度末に比べ６億50百万円減少し、279億82百万円となりました。主な要因

は、利益剰余金の減少４億78百万円、その他有価証券評価差額金が１億86百万円減少したことなどによる

ものです。

　

EDINET提出書類

株式会社サンテック(E00173)

四半期報告書

 7/27



　

(3)  キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年

度末に比べ、３億66百万円増加し、136億97百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの主要な要因は、次のとおりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは、６億90百万円の収入（前年同四半期は、11億４百万円の収入）

となりました。主な要因は、当第１四半期連結会計期間の税金等調整前四半期純損失が３億56百万円と

なった他、売上債権の回収20億65百万円に伴う資金の増加、仕入債務の減少14億５百万円に伴う資金の減

少などによるものです。

投資活動によるキャッシュ・フローは、52百万円の支出（前年同四半期は、２億26百万円の収入）とな

りました。主な要因は、有形固定資産の取得による支出12百万円に伴う資金の減少や投資不動産の取得に

よる支出13百万円に伴う資金の減少になどによるものです。

財務活動によるキャッシュ・フローは、２億23百万円の支出（前年同四半期は、２億17百万円の支出）

となりました。主な要因は、短期借入金の減少(返済)による支出45百万円に伴う資金の減少や配当金の支

払いによる支出１億75百万円に伴う資金の減少などによるものです。

　

(4)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)  研究開発活動

研究開発活動は特段に行っておりません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、

重要な変更はありません。

  また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数  (株)
(平成22年６月30日)

提出日現在
発行数  (株)

(平成22年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,805,000 23,805,000
東京証券取引所
(市場第二部)

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あり、単元株式数は、1,000株
であります。

計 23,805,000 23,805,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年６月30日 ─ 23,805,000 ─ 1,190,250 ─ 2,007,002
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(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

　

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 ― ―

2,381,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

21,141 ―
21,141,000

単元未満株式
普通株式

― ―
283,000

発行済株式総数 23,805,000― ―

総株主の議決権 ― 21,141 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が、927株含まれております。

　
② 【自己株式等】

平成22年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社サンテック

東京都千代田区二番町
３番地13

2,381,000 ─ 2,381,00010.00

計 ― 2,381,000 ─ 2,381,00010.00

　
２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
  ４月   ５月   ６月

最高(円) 340 323 280

最低(円) 310 251 255

(注)  最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 新任役員

該当事項はありません。

　

　

(2) 退任役員

該当事項はありません。

　

　

(3) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役兼常務執行役員
営業本部営業統括副本部長
首都圏事業部長

取締役兼常務執行役員
営業副本部長

伊  藤  哲  朗 平成22年７月１日

取締役兼常務執行役員
営業本部営業副本部長
兼広島支社長
電力本部広島支社長

取締役兼常務執行役員
広島支社長

綱  島  宣  武 平成22年７月１日

取締役兼上席執行役員
管理本部担当
管理本部経営企画部長
兼営業本部副本部長
兼営業企画部長

取締役兼上席執行役員
管理本部長

八  幡  信  孝 平成22年７月１日

取締役兼上席執行役員
電力本部長兼電力事業部長兼
電力営業部長兼電力工事部長
兼情報通信部長

取締役兼上席執行役員
電力本部長兼電力営業部長兼
電力工事部長兼情報通信部長

西      正  寛 平成22年７月１日

取締役兼上席執行役員
営業本部営業副本部長
兼国際事業部長

取締役兼上席執行役員
海外本部長

槇  岡  敍  治 平成22年７月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」

(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載しております。

なお、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び当第１四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間(平成21年４月１

日から平成21年６月30日まで)及び前第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに、当第１四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30

日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)に係る四半期連結

財務諸表について、東邦監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 12,797,499 12,430,545

受取手形・完成工事未収入金等 6,621,549 8,670,443

有価証券 999,735 999,783

未成工事支出金 3,575,067 3,509,239

その他 2,129,634 2,175,701

貸倒引当金 △1,041,279 △1,040,254

流動資産合計 25,082,207 26,745,458

固定資産

有形固定資産

土地 3,760,146 3,760,146

その他（純額） ※１
 1,826,662

※１
 1,862,836

有形固定資産合計 5,586,809 5,622,983

無形固定資産 85,810 91,418

投資その他の資産

投資有価証券 3,157,893 3,500,832

投資不動産（純額） ※１
 3,695,487

※１
 3,693,289

その他 1,084,294 1,064,776

貸倒引当金 △446,000 △446,000

投資その他の資産合計 7,491,675 7,812,898

固定資産合計 13,164,295 13,527,300

資産合計 38,246,502 40,272,759

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 4,387,507 5,768,941

短期借入金 287,568 322,023

未払法人税等 26,438 121,667

未成工事受入金 3,584,875 3,393,907

引当金 39,099 46,164

その他 1,039,897 927,412

流動負債合計 9,365,386 10,580,116

固定負債

役員退職慰労引当金 278,758 273,740

その他 619,630 785,516

固定負債合計 898,388 1,059,257

負債合計 10,263,775 11,639,373
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,190,250 1,190,250

資本剰余金 2,007,002 2,007,002

利益剰余金 25,562,206 26,040,644

自己株式 △949,670 △949,331

株主資本合計 27,809,787 28,288,565

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 142,136 329,100

為替換算調整勘定 30,802 15,719

評価・換算差額等合計 172,938 344,820

純資産合計 27,982,726 28,633,385

負債純資産合計 38,246,502 40,272,759

EDINET提出書類

株式会社サンテック(E00173)

四半期報告書

15/27



(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 5,609,131 5,287,280

売上原価 5,022,510 4,711,889

売上総利益 586,621 575,391

販売費及び一般管理費 ※１
 865,748

※１
 759,207

営業損失（△） △279,127 △183,816

営業外収益

受取利息 4,895 3,301

受取配当金 22,595 21,378

受取地代家賃 110,391 101,669

為替差益 49,391 －

その他 46,739 33,011

営業外収益合計 234,014 159,361

営業外費用

支払利息 2,833 2,458

不動産賃貸費用 30,117 29,016

為替差損 － 286,060

持分法による投資損失 5,680 533

その他 14,649 13,326

営業外費用合計 53,279 331,395

経常損失（△） △98,393 △355,850

特別利益

その他 － 102

特別利益合計 － 102

特別損失

その他 573 635

特別損失合計 573 635

税金等調整前四半期純損失（△） △98,966 △356,383

法人税等 ※２
 △24,702

※２
 △92,176

四半期純損失（△） △74,264 △264,206
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △98,966 △356,383

減価償却費 64,897 66,853

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 1,000

工事損失引当金の増減額（△は減少） － △7,064

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,685 5,017

受取利息及び受取配当金 △27,491 △24,679

支払利息 2,833 2,458

為替差損益（△は益） △13,846 102,078

持分法による投資損益（△は益） 5,680 533

投資有価証券売却損益（△は益） 200 －

有形固定資産売却損益（△は益） － △100

有形固定資産除却損 373 635

売上債権の増減額（△は増加） 359,882 2,065,691

未成工事支出金の増減額（△は増加） 18,088 △36,363

仕入債務の増減額（△は減少） △469,732 △1,405,089

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,447,741 169,940

その他の資産の増減額（△は増加） 363,848 180,281

その他の負債の増減額（△は減少） △193,783 67,068

小計 1,464,410 831,876

利息及び配当金の受取額 27,491 24,679

利息の支払額 △2,833 △2,458

法人税等の支払額 △384,384 △163,738

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,104,684 690,359

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △18,357 △12,510

投資有価証券の取得による支出 － △395

投資有価証券の売却による収入 700 －

投資有価証券の償還による収入 250,000 －

投資不動産の取得による支出 － △13,000

その他 △5,478 △26,798

投資活動によるキャッシュ・フロー 226,863 △52,705

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △30,500 △45,441

リース債務の返済による支出 － △1,573

自己株式の取得による支出 △772 △339

配当金の支払額 △186,155 △175,720

財務活動によるキャッシュ・フロー △217,428 △223,074

現金及び現金同等物に係る換算差額 29,255 △75,225

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,143,375 339,354

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 322,938 27,552

現金及び現金同等物の期首残高 11,673,922 13,330,329

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 13,140,236

※1
 13,697,235

EDINET提出書類

株式会社サンテック(E00173)

四半期報告書

17/27



【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

１  連結範囲に関する事項の変更

(1)  連結範囲の変更

当第１四半期連結会計期間より、重要性が増したSANYO ENGINEERING & CONSTRUCTION VIETNAM CO.,LTDを連結

の範囲に含めております。

(2)  変更後の連結子会社の数

５社

 
２  会計処理基準に関する事項の変更

(1)  資産除去債務に関する会計基準の適用

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号　平成20年３月31

日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日)を適

用しております。

この変更が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

(2)  「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号　平成20年３月10日公表

分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号　平成20年３月10日)を

適用しております。

この変更が四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

　

【簡便な会計処理】

　

当第１四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

１  一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

 
２  固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

 
３  法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に

よっております。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックス・プラン

ニングを利用する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１  有形固定資産、投資不動産の減価償却累計額は、次

のとおりであります。

有形固定資産減価償却累計額 7,897,890千円

投資不動産減価償却累計額 497,266千円

 

※１  有形固定資産、投資不動産の減価償却累計額は、次

のとおりであります。

有形固定資産減価償却累計額 7,861,535千円

投資不動産減価償却累計額 501,696千円

 

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　

前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年６月30日)

※１  このうち、主要な費用及び金額は次のとおりであ

ります。

従業員給料手当 382,427千円

※１  このうち、主要な費用及び金額は次のとおりであ

ります。

従業員給料手当 371,578千円

 
※２  法人税等調整額は、「法人税、住民税及び事業税」

に含めて表示しております。

※２              同        左

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年６月30日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高(13,140,236

千円)と四半期連結貸借対照表に掲記されている

「現金及び預金」の金額との関係は、次のとおりで

す。

現金及び預金 12,340,602千円

取得日から３ヶ月以内に

償還期限の到来する短期

投資  (有価証券)

799,634千円

現金及び現金同等物 13,140,236千円
 

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高(13,697,235

千円)と四半期連結貸借対照表に掲記されている

「現金及び預金」の金額との関係は、次のとおりで

す。

現金及び預金 12,797,499千円

預入期間が３ヶ月を超え

る定期預金
△100,000千円

取得日から３ヶ月以内に

償還期限の到来する短期

投資  (有価証券)

999,735千円

現金及び現金同等物 13,697,235千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成22年６月30日)及び当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日

 至  平成22年６月30日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 23,805,000

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,382,961

　

３  新株予約権等に関する事項

    該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

  (1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 214,230 10平成22年３月31日 平成22年６月28日

　

  (2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

    該当事項はありません。

　　　
５  株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)

全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める建設事業の割合がいずれも90％を超えて

いるため、事業の種類セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)
　

　
日本
(千円)

東南アジア
(千円)

その他アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

2,774,5801,710,2991,124,2515,609,131 ― 5,609,131

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─ ―

計 2,774,5801,710,2991,124,2515,609,131 ─ 5,609,131

営業利益(又は営業損失) △98,317 19,951 38,134△40,231(238,895)△279,127

(注)１  国又は地域の区分は、地理的密接度によっております。

    ２  本邦以外の区分に属する主な国又は地域

      (1)  東  南アジア  ：シンガポール、タイ等

      (2)  その他アジア  ：中国、台湾

    ３  会計処理基準に関する事項の変更

      前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)

        前第１四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」を適用しております。この変更に伴い、従来の

方法に比較して、前第１四半期連結累計期間の日本の売上高が339,040千円増加し、営業損失が49,411千円減少し

ております。また、東南アジアの売上高が26,210千円、営業利益が1,863千円増加し、その他アジアの売上高が

78,588千円、営業利益が11,368千円増加しております。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日)
　

　 東南アジア その他アジア 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 1,710,2991,128,7892,839,088

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― 5,609,131

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

30.5 20.1 50.6

(注)１  国又は地域の区分は、地理的密接度によっております。

    ２  各区分に属する主な国又は地域

      (1)  東  南アジア  ：シンガポール、マレーシア、ブルネイ、ベトナム、タイ等

      (2)  その他アジア  ：中国、台湾
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【セグメント情報】

　

１  報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、経営者が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってお

ります。

  当社グループは、日本、東南アジアを中心として、主に電気設備工事に関する事業活動を展開しており

ます。したがって、当社の報告セグメントは、販売体制を基礎とした所在地別セグメントから構成されて

おり、「日本」、「東南アジア」及び「その他アジア」の３つを報告セグメントとしております。 

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

その他 合計
日本 東南アジア その他アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,419,1891,427,248440,8425,287,280 ― 5,287,280

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 3,419,1891,427,248440,8425,287,280 ― 5,287,280

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

△18,155 10,166 18,405 10,416△194,232△183,816

(注)  １  本邦以外の区分に属する主な国又は地域

 （1）  東  南アジア  ：  シンガポール、タイ等

 （2）  その他アジア  ：  中国、台湾

（追加情報）

  当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号  平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」」（企業会計

基準適用指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。
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(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

    当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

    該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

    該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

    該当事項はありません。

　

(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動がありません。

　

EDINET提出書類

株式会社サンテック(E00173)

四半期報告書

23/27



　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 1,306.26円
　

１株当たり純資産額 1,336.57円
　

　

２  １株当たり四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日 
  至  平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日 
  至  平成22年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △3.47円

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益金額

─  円

　

１株当たり四半期純損失金額(△) △12.33円

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益金額

─  円

　

(注)１  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

    ２  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎
　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日 
  至  平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日 
  至  平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の
四半期純損失(△)(千円)

△74,264 △264,206

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純損失(△)(千円) △74,264 △264,206

普通株式の期中平均株式数(千株) 21,427 21,422

　
(重要な後発事象)

    該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

    該当事項はありません。

　

２ 【その他】

    該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

    該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年８月６日

株式会社サンテック

取締役会  御中

　

東邦監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    浜    野    甲    一    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    矢    崎    英    城    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社サンテックの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンテック及び連結子会社の平成21

年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更  ２会計処理基準に関する事項の変

更」に記載されているとおり、会社は当第１四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」及び

「工事契約に関する会計基準の適用指針」を適用している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月６日

株式会社サンテック

取締役会  御中

　

東邦監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    浜    野    甲    一    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    矢    崎    英    城    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社サンテックの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンテック及び連結子会社の平成22

年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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